
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和２年第４回日野市議会定例会が１１月２５日から１２月１１日まで開

催され、新型コロナウイルス感染症との闘いを乗り越えるための追加補

正予算などが盛り込まれた日野市一般会計補正予算（第１１号～１５号）

の審議も含め、活発な議論が交わされました。 

今議会で提出された議案については賛成多数で可決しております。 

本定例会で審議された内容や、一般質問で島谷ひろのりが議題とした

内容も含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

Ⅰ．新 型 コロナウイルス感 染 症 との闘 いを乗 り越 えるための補 正 予 算 を編 成 （⼀ 部 抜 粋 ） 

2020 年 冬号 No.12 

■令和2年第4回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
第4回定例会議案審議結果⼀覧 http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1015933.html ⽇野市HP ページID 1015933 

令和２年１０月２３日付けの国からの通知により、新型コロナウイルスワクチンが実用化された場合に迅速かつ

適切に接種を開始することができるよう、直ちに実施組織を設置し、必要なシステム改修や印刷・郵送などの準

備に着手するよう示されたことを受け、ワクチン接種体制の整備を行います。 

(※1) 令和２年１２月２日に、ワクチンの接種を国民の「努力義務」と位置づけ、接種は市町村が行い費用は全

額国が負担するとする「改正予防接種法」が参議院本会議で可決成立しております。 

(※２) 接種方法や場所、通知時期など、詳細についてはこれからとなります。 

(※３) 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業経費など、全額を国費で対応となります。 

〔１〕新 型 コロナウイルスワクチン接 種 体 制 の準 備 に対 する予 算 配 置  

〔２〕在 宅 要 介 護 者 の受 ⼊ 体 制 の整 備  
在宅で介護している家族などが新型コロナウイルス感染症になった場合に、要介護者が緊急一時的に利用で

きる介護タクシーや宿泊施設などの確保、支援員を配置するなどの支援体制を整備します。 

(※１) 主として在宅で生活する要介護者が新型コロナウイルスに感染していないことが前提となります。 

(※２) 全額を都費（在宅要介護者受入体制事業経費）で対応となります。 

〔３〕通 所 系 サービス事 業 所 への休 業 補 填  
介護事業所を対象としたアンケート調査結果から、通所系サービス事業所での新型コロナウイルス感染者が

発生した場合の休業補償についての支援が要望として挙げられました。これを受け、通所系サービス事業所の

安定的な運営を図るため、休業補填に係る市独自の支援を行います。 

(※１) 全額を国費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）で対応となります。 

■ 対象事業所  

利用者・職員に感染者が発生し、休業せざるを得ない以下の事業所となります。 

① 通所介護事業所 ② 通所リハビリ事業所 ③ 認知症対応型通所介護 

④ 総合事業・通所サービス事業所 ⑤ 地域密着型通所介護 

⑥ 小規模多機能型居宅介護 ⑦ 複合型サービス 

■ 補助額 

市が把握できる直近月の日額５０％の介護報酬分（休業日数 × 日額報酬額 × ５０％）となります。 

(※２) 休業日数： １か月（但し、市長が認める場合はこの限りではない） 

 



 
 

 
●島谷ひろのり議員⇒ 今後の代替施設や令和３年度以降の移動教室について、準備状況は？ 

◆⽇野市 ⼤成荘周辺には他⾃治体が設置した施設が複数ある。これまで⼤成
荘を利⽤した⽇野市⽴⼩学校の移動教室は５⽉から６⽉にかけて実施しており、
視察した近隣の代替施設と⽇程の調整がついている。また、設置⾃治体の住⺠以
外でも、個⼈から団体まで利⽤できることも確認できている。⼤成荘にはない体育館
施設や、天体観測、ほうとうづくりなどの料理体験、ハイキングなど⽣涯学習の観点
でも確認している。 
●島谷ひろのり議員⇒ 岩手県紫波町との姉妹都市締結を活用した体験事業の更なる充実を図るべきでは？ 

◆⽇野市 平成３０年より⽇野市の⼩学⽣が紫波町で⺠泊をしながら農業体験や紫波町の特⾊に触れるという
姉妹都市連携記念事業が⾏われている。（※令和２年度はコロナウイルス感染拡⼤のため中⽌） 

紫波町の⾒どころ、体験機会も含め積極的な情報発信に努めていきたい。 
●島谷ひろのり議員⇒ 日野市の移動教室に「インクルーシブ教育」の観点を！ 

●島谷ひろのり議員⇒ 軽井沢風越学園との連携強化について 
◆⽇野市 １１⽉には、教育⻑、教育委員１名、統括指導主事が風越学園を訪問。
令和３年２⽉か３⽉に実際に教員と風越学園を訪問し、風越学園の先⽣⽅と⼀緒に
⼦供たちの学びについて語り合う計画を進めている。令和３年度の授業全般に風越学園
の実践教育を参考にしながら更なる充実を図っていく。 

 
●島谷ひろのり議員⇒ 第５次日野市行財政改革の「職員提案・業務改善」の実績について、平成２９年度から

令和元年度の３年間「実績０件」という、非常に残念な結果となっている。 

職員提案・業務改善規定の見直しが必要ではないか？？ 
◆⽇野市 業務改善や⾏政能率の向上を目指しているこの提案制度の運⽤そのものが、
審査会など多くの事務負担を伴い、制度の趣旨と⽭盾した側⾯も持ち合わせており、制
度の性質上、⽇常業務での⼩さな気付きから⽣まれる簡単な業務改善等のアイデアは、
提案をしにくい状況があったとも考えている。 

今後の職員提案制度の⾒直しについて、市政に与える影響の⼤きい事業提案や政策
に関わる提案等について扱うことに限定したうえで、⽇常業務の業務改善アイデアなどの提
案は「Hinoo！知恵袋」などの取り組みを活⽤するなど、組織内の展開について引き続き
検討を進めていく。 

●島谷ひろのり議員⇒ 事後の改善提案の状況整理も含め、職場内のコミュニケーション活性化、部課長とし

てのマネジメントとして部下の良い部分を伸ばす意識改革につなげていただきたい。 

市民は、職員一人一人がどういう意識で仕事をしているのか？ということに大変注目している。「市政に与え

る影響の大きい事業提案」も大事だが、逆に気が付きにくい小さな改善を、もっと幅広く市民に発信していくこ

とこそ「市民協働」の姿勢として、理解が深まっていくと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅱ．島 ⾕ ひろのり⼀ 般 質 問 （概 要 ） 
〔１〕保養施設⼋ケ岳⾼原⼤成荘の果たしてきた役割の承継と発展について、⽇野市の考えを問う 

〔２〕職 員 提 案 ・業 務 改 善 制 度 の推 進 について、これまでの評 価 と今 後 の取 り組 みを問 う  


